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森を広く長くみる
わたしたちにとって、森林とは、どのような存在でしょうか？
木材を供給したり、水資源をかん養したり、ときには土砂崩れなどの災害を防いでくれる森。
そして、多様な生きものたちがくらし、心やからだをリフレッシュさせてくれる森。
森林にはさまざまな顔があり、自然界においてはもちろん、人間にとっても
かけがえのない役割を担ってくれています。
そんな森のほんとうの姿を、人はどこまで知っているのでしょうか？
人間の一生をはるかに超える寿命をもつ樹木たちの生態や、
その樹木たちがつくる森林の動きやはたらきを知るためには、
じゅうぶんな広さの森林と、長期間にわたる調査・観測が必要です。
地球規模での環境問題を解決し、人類の未来に森林とのよりよい関係を保ちつづけるためにも、
森林のほんとうの姿を解き明かしていくことが、長く求められてきました。
そのような森をめぐる研究についてご紹介しましょう。
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小川ブナ保護林
の基礎データ

茨城県北部にある面積約 100 ヘク
タールの国有林で、阿武隈山地南
部のなだらかな丘陵がつらなる準平
原に位置する。標高は 610 〜 660 
メートル、年平均気温 10.7℃、降
水量 1910 ミリで冷温帯に属する。

　
ブ
ナ
や
マ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
樹
木

に
、
種
子
の
実
り
の
い
い
「
成
り
年
（
豊
作
年
）」

と
、
実
り
の
わ
る
い
「
裏
年
（
凶
作
年
）」
が
あ

る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
北
日
本
の
落
葉
広
葉
樹
を
代
表
す
る
ブ
ナ

林
で
は
、
豊
凶
の
生
産
量
に
数
百
倍
の
開
き
が

あ
り
、
天
然
更
新
や
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
深

い
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
凶
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
、
豊
作
年
に
種
子
を
つ
く
る
た
め
に
た
く
さ

ん
の
資
源
を
使
っ
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
資
源
の
蓄

積
に
１
年
以
上
か
か
る
た
め
、
翌
年
の
種
子
生

産
が
減
る
の
だ
ろ
う
、
と
推
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
繁
殖
年
齢
に
達
し
た
樹
高
数
十

メ
ー
ト
ル
の
高
木
で
は
、
樹
冠
か
ら
サ
ン
プ
ル

を
採
取
す
る
む
ず
か
し
さ
や
、
個
体
の
資
源
量

を
確
定
す
る
技
術
的
な
限
界
な
ど
か
ら
、
ま
だ

確
か
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
最
先
端
の
安
定
同
位
体
技

術
を
用
い
て
高
木
３
樹
種
に
つ
い
て
調
査
し
た

実
験
で
、
種
子
生
産
に
使
う
炭
素
源
が
、
樹
体

内
の
貯
蔵
炭
素
（
デ
ン
プ
ン
）
で
は
な
く
、
そ
の

年
に
光
合
成
で
生
産
さ
れ
た
炭
素
で
あ
る
こ
と

が
初
め
て
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
合
成

生
産
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
窒
素
資
源
（
タ
ン
パ

ク
質
）
に
着
目
す
る
と
、
ブ
ナ
で
は
豊
作
年
に
は

た
く
さ
ん
の
窒
素
資
源
が
優
先
的
に
種
子
生
産

に
使
わ
れ
、
花
芽
分
化
に
必
要
な
窒
素
資
源
が

不
足
し
て
花
芽
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
翌
年

は
凶
作
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ブ
ナ
は
種
子
生
産
に
伴
っ
て
、
土
壌

か
ら
吸
い
上
げ
る
窒
素
量
の
葉
へ
の
配
分
を
減

ら
し
た
り
、
殻か
く

斗と

の
窒
素
を
種
子
に
転
流
し
た

り
し
て
、
窒
素
を
巧
妙
に
や
り
く
り
し
て
い
る

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
調
査
か
ら
、

ブ
ナ
の
結
実
豊
凶
の
鍵
は
、
窒
素
資
源
に
あ
る

こ
と
が
し
だ
い
に
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
11
月
15
日
開
催
講
座
よ
り
）

　 ドングリ（ブナ）の豊凶のしくみ

　多摩森林科学園にて森林講座を
開催していましたが、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から現地での開催を見合わせて
おります。

　今後、動画形式での森林講座の
公開を予定しています。遠方の

方でもご覧になれるようになります
のでお楽しみに！

▼最新の情報は、ホームページでご案内します。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/ffpri.html

韓 慶民　Han Qingmin

植物生態研究領域

◀森林総合研究所
　ホームページ

◀ブナの花芽

▲ブナの実（殻斗の中に
種子が２つ入っている）

　▲ブナの花

　▲枝に貯蔵されたデンプン
　　（放射状に濃い紫色になって
　　いる部分。ヨウ素液で着色）

▲木に登り高枝鋏でサンプルを採取する筆者

雌花

雄花

殻
かく

斗
と

種子
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森 林 講 座 の お 知 ら せ

が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
種
子
生
産
に
使
わ
れ
る
炭

素
や
窒
素
の
う
ご
き
）
に
つ
い
て
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
種
子
の
生
き
残
り
の
調
査
か
ら
は
、

た
と
え
大
量
の
種
子
か
ら
多
く
の
芽
生
え
が
生

じ
て
も
、
１
年
後
に
は
わ
ず
か
数
パ
ー
セ
ン
ト

（
樹
種
に
よ
っ
て
は
０
・
０
３
％
）
し
か
生
き
残
れ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

長
期
観
察
の
結
果
、
改
め
て
樹
木
の
世
代
交
代

の
し
く
み
の
複
雑
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

■  

天
然
更
新
の
難
し
さ
に
つ
い
て

　

人
為
的
な
撹
乱
が
な
い
森
林
に
お
い
て
植
生

の
遷
移
等
を
調
べ
る
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

人
間
が
木
材
生
産
の
た
め
に
伐
採
を
行
っ
た
森

に
お
い
て
、
森
林
資
源
や
生
物
多
様
性
が
ど
の

よ
う
に
回
復
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

も
、
長
期
間
の
調
査
が
必
要
で
す
。　

　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
は
、
苗
木
を

植
え
て
育
て
た
あ
と
に
、
伐き

っ
て
収
穫
す
る
た

め
の
人
工
林
と
し
て
管
理
・
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
多
く
の
広
葉
樹
は
伐
採
後
に
苗
木

を
植
え
ず
、
伐
ら
ず
に
残
さ
れ
た
木
か
ら
供
給

さ
れ
る
種
子
や
、
伐
ら
れ
た
木
の
根
株
か
ら
の

萌ほ
う

芽が

が
成
長
す
る
こ
と
で
再
生
す
る
「
天
然
更

新
」
を
期
待
し
て
管
理
・
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
の
天
然
更
新
を
確
実
に
行
う
施
業
技
術

を
確
立
す
る
に
は
、
個
々
の
樹
種
の
更
新
が
ど

の
よ
う
な
特
性
を
持
っ
て
進
む
の
か
、
そ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

■  

み
え
て
き
た
森
林
生
態
系
の
複
雑
さ

　

森
林
生
態
系
は
人
間
の
経
済
活
動
に
く
ら
べ

て
、
変
化
が
ゆ
っ
く
り
で
、
数
年
単
位
で
は
捉

え
き
れ
な
い
現
象
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
短
期

間
で
は
見
え
な
い
「
森
林
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
（
遷

移
・
老
齢
化
・
世
代
交
代
な
ど
）」
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
長
期
観
測
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
人
為
的
な
撹か

く

乱ら
ん

を

で
き
る
限
り
排
除
し
た
森
林
に
お
い
て
、
長
寿

で
あ
る
樹
木
の
生
活
史
や
植
生
の
遷
移
、
生
態

系
の
し
く
み
（
域
内
の
生
物
す
べ
て
の
相
互
の
つ
な

が
り
な
ど
）
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
代
表
的

な
試
験
地
を
全
国
に
４
カ
所
（
カ
ヌ
マ
沢
：
岩
手

県
、
小
川
：
茨
城
県
、
綾
：
宮
崎
県
、
市
ノ
又
：
高
知
県
）

設
け
、
定
期
的
な
調
査
を
長
期
間
継
続
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
試
験
地
に
つ
い
て
、
一
定
の
サ
イ

ズ
以
上
の
樹
木
の
１
本
１
本
に
つ
い
て
、
定
期

的
に
生
死
や
成
長
量
な
ど
を
調
べ
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
樹
冠
か
ら
落
ち
て
く
る
種
子
や
葉

を
ト
ラ
ッ
プ
で
集
め
て
、
樹
種
や
年
に
よ
っ
て

異
な
る
そ
れ
ら
の
量
を
記
録
し
た
り
、
地
面
に

落
ち
て
発
芽
し
た
種
子
の
生
き
残
り
と
成
長
を

追
跡
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
群
集
の
動
態
（
樹
木
の
成
長
や
世
代
交
代
）

に
は
、
人
為
に
よ
る
撹
乱
が
な
く
て
も
、
台
風

な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
樹
木
の
種
子
に
は
年
に

よ
る
豊
凶
（
生な

り
の
変
動
）
が
あ
る
こ
と
、
豊
凶

森林生態系の長期観測
（正木、田中ほか2020）

森林の
長期研究の意義と成果

特集◉
　　　ブナの天然更新の長期調査

　　　　　ブナ豊凶のしくみ

成果
　1967年から苗場⼭麓で41年間行っ
た調査では、ササの密⽣するブナ林を
皆伐するとササがさらに繁茂し、伐採
から30年を経ても次世代のブナが育ち
ませんでした。40年は⼈間の感覚では
⻑期ですが、森林⽣態系の変化を⾒極
めるには短く、広葉樹林が伐採後に再
生するプロセスの解明には、さらに⻑
期間のモニタリング調査が必要です。

成果
　樹木の開花・結実は数年に１回の周期
のものも多く、たとえば、ブナではお
よそ4〜６年に1回しか豊かな実りとは
なりません。そうした樹木の繁殖のし
くみや豊凶の周期を明らかにするため
には数十年単位での長期観測が不可欠
となります。豊凶のメカニズムを知る
ことで、森林の天然更新にも資するこ
とができます。
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森林の
長期研究の意義と成果

特集◉

意義
　樹木の寿命は100年を上まわるもの
も多いので、その生態や森林の変化、
生態系のはたらき、そして種の多様性
に関する研究を行うには、大面積かつ
長期間にわたる調査・観測が必要です。
気候変動が森林の変化にあたえる影響
を調べるためにも、これまでの長期の
調査・観測の成果がとても役立ってい
ます。

100 年ほどのあいだ人為的な
攪乱のない小川試験地の森林
の動態について、40 年近く
にわたり、樹木の生態の観察
調査も行われている。

苗場⼭ブナ天然更新試
験地の外観。2002年4 
⽉撮影。写真：⽥中信⾏

季刊 森林総研第45号

森林生態系の長期観測の重要性
と成果を記事で紹介。

季刊 森林総研第50号

ドングリの豊凶のしくみについ
て、記事で紹介。

（Han et al. 2014） 数年おきに豊か
に実をつけるブ
ナの木。

代表的な試験地
●カヌマ沢

●小川

●市ノ又
●綾

　林業は、100 年先を考える仕事と言われます。また、自然の変化をみきわめるためには、
世代を超えて研究者が長期間にわたり調査を継続することがとても重要です。森林総合研究
所は、創立から 120 年間、樹木や森林の基礎研究を継続し、それらの成果を蓄積してきまし
た。長期的な調査でしかみえてこないそうした研究成果の一端をご紹介しましょう。

https://www.ffpri.affrc.go.jp/ffpri.html
https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/documents/kikanffpri45-feature.pdf
https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/documents/kikanffpri50-seminar.pdf

